
（７月３日付 毎日新聞）

６年生は、この４月より学校の敷地内で採

れた農作物を地元のスーパーに置いていただ

き、その収益金をウクライナ支援の義援金と

して送る取組をしています。上の写真は、そ

の取組が毎日新聞に掲載された時の記事です

（奈良新聞にも後日掲載予定です）。

これは、ロシアの軍事侵攻を受けて苦難に

立ち向かっているウクライナの現状を学び、

「自分たちが平和のためにできることはなん

だろう」と、担任といっしょになって考えた

活動です。

６年生は春

はタケノコ、

夏 は き ゅ う

り、ししとう、

なす、ピーマ

ンなどを栽培

収穫して出荷？しました（冬の野菜も計画中

です）。子どもたちは、水やりや収穫、包装、

値札付けなどを自分たちで役割分担して行っ

ています。

この取組は、地元スーパーの厚意によるご

協力はもちろんのこと、趣旨に賛同して買っ

て下さった地元地域の方々のあたたかい思い

があればこそです。

この他にも、地域の人が様々な形で小学校

の子どもたちの活動のお手伝いをしてくださ

っています。地域が子どもたちを支え見守り、

その成長を応援してくださっています。地域

とともにある学校のよさを感じます。感謝の

思いでいっぱいです。

これからも小学校や子どもたちに対するお

力添え、どうぞよろしくお願いします。

地域のボランティア「お話玉手箱」のみな

さんによるお話の会（読み聞かせ）。今年は６

月２７日（月）に実施しました。

合計８名の方に来ていただきました。「かえ

る」「かさ」

など梅雨の時

季に合わせた

お話が多く、

ま た 絵 本 あ

り、紙芝居あ

り、素話あり

とバラエティに富んだ内容でした。

読み聞かせは、本を読むのが苦手な子も集

中して聞いています。７月には先生方による

読み聞かせも予定しています。
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